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（問合せ先）０８４－９２４－６００９（西深津公民館） 

 

 

 （１）にしふかつ文化祭【展示のみ】（10月 24日・25日）  

 （２）人権週間記念事業【展示のみ】（12月 3日～10日） 

 （３）とんど行事（1月 15日） 

 （４）蓮池川清掃（5月～10月 ５月・6 月新型コロナ感染防止の為，中止。6 回計画中 4 回実施） 

 （５）生きがいづくり事業（通年） 

   ①レクでいきいき仲間づくり（6月 19日・11月 24日）①ユニカール ②ピンポン 

   ②まちづくり講演会「お互いさまミーティング in西深津」（9月 26日） 

   ③フラワーアレンジメント講座（12 月 25日） 

 （６）こども土曜クラブ（年間８回） 

 （７）学区防災研修会（11月 22日） 

（８）学区自主防災訓練（2月７日） 

（９）コミュニティ育成事業（通年 学区内 13町内会） 

（10）まちづくり推進委員会運営事業（通年 公民館） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月中旬の全国に対して発出された「緊急事態宣言」以降 6月中旬の「休業要請解除」まで 

の事業を中止あるいは延期せざるを得なかったが，その後の事業については，これまでのやり

方・持ち方を変更して，“できる”形を模索しながら実施の方向で取組んできた。 
       

       

 今後も「with CORONA」の中での事業として内容・やり方を検討した上で，幅広い世代に 

亘る住民参加を促すために，より親しみやすく参加しやすい事業として内容検討を図ると共に， 

啓発活動に創意工夫して取組んでいきたい。 

 

 

小学校 PTA には，「こども土曜クラブ」の取組だけでなく，「とんど作り」の前準備の    

わらの“はで”架け作業やとんど作り作業，梅雨入り前の“土のう”作りなどへの参加があり，

子どもと一緒に作業に取組んでもらうことができた。また，例年ならば 5 月には学校と共催で

「学区民運動会」を実施していたが，新型コロナ感染拡大防止の為，中止となった。しかし， 

６年生が中心となり自分たちで考えた，「運動会」に替わる行事を取組んだ。 

「こども土曜クラブ」の内容についても，“受け身”ではなく，（こんなことをやってみたい） 

という子どものアイデア等を取り入れたものを実施していきたい。 

西深津学区まちづくり推進委員会 委員長 山 岡  孝 幸 
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新型コロナウイルス感染の拡大は，これまでのさまざまな取組み・考え方を変えていかなければな

らないという“警鐘”となりました。 

そのひとつは，災害時の避難所についてです。西深津学区内には，福山市指定の「避難所」は，西

深津公民館・西深津小学校・中央中学校・深津コミュニティセンター・福山暁の星学院となっていま

す。このコロナ禍において，避難所での『三密回避』のため，学区内で避難所の確保を求められてい

ましたが，学区まちづくり推進委員会に加盟していただいている福山暁の星学院の田中理事長からの

お話で，学院の研修センターを一時的な避難所として活用がいただけることになり，昨年 6月に協定

を結ぶことができました。研修室や会議室だけでなく，和室 6畳間・和室 8畳間の宿泊の個室が 13

室。調理室・食堂に浴室や洗面室・洗濯室等もワンフロアに完備された施設で，最寄りの町内会の人

たちにも実際に見学してもらい，併せて避難経路の確認もおこなうということができました。避難所

といえば，学校の体育館の硬い床と数少ないトイレ，守られないプライバシーのイメージでしたが，

その研修所は個室で，それぞれの部屋には布団も完備され，調理室にはあらゆる種類の食器も備わっ

ていて，トイレも全部洋式トイレというものです。災害時，避難所としては長期間の利用は困難なと

ころはありますが，そういう施設が確保されているという安心感は心強いものです。 

また，地域まちづくり推進事業補助金や福山市自主防災活動補助金制度等も活用して，災害避難所

用間仕切りセットや簡易トイレ用テント等の資機材を備え，その組立て訓練等もおこない，「いざ」

という時の備えを今後も計画的におこなっていく予定です。 

すべては子どもたちのために ～こども土曜クラブ～ 

学校五日制に伴って，｢土曜日の子どもたちの居場所づくりを｣という趣旨で，2002年からスタ

ートした「こども土曜クラブ」は，まちづくり推進委員会主催・各団体主管のもと，学校とも連携

して取り組んでいます。コロナ禍の 2020年度も“できる”形を工夫しながら取り組みました。 

 

 

 
「ドッジボール大会」 

主管；小学校 PTA 
「こどもシアター」 

主管；小学校 PTA 

「スーパーボールとスライムづくり」 

主管；女性会 


